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Ea凶
阻
温
伺
切の

同
目
標
額

三
十
三
万
一

:r 
圏

今
年
も
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」

~ 
G炉、

社
会
の
人
々

が
、
お
互
に
、

手
を
結
ん
で
助

け
合
う
精
神
は

、
家
庭
ゃ
、
隣

の
人
の
聞
か
ら

始
ま
り
、
時
代

と
共
に
大
ぎ
く

育
っ
て
来
ま
し

た
。
す
べ
て
の

国
民
が
社
会
人

と
し
て
の
善
意

を
寄
せ
て
、
そ

れ
を
社
会
福
祉

の
為
に
有
効
に

役
立
て
よ
う
と

す
る
共
同
募
金
運
動
・

と
の
運
動
が
、
今
年
も
十
月

一
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
町
の

目
標
額
は
三
十
三
万
二
千
円
で

す。
赤
い
羽
根
を

ν
シ
ポ
ル
と
す

る
こ
の
運
動
は
、
お
互
い
の
力

で
、
み
ん
な
の
し
あ
わ
せ
を
高

め
、
明
る
い
私
達
の
地
域
社
会

を
つ
く
り
、
社
会
保
障
制
度
の

確
立
を
図
る
為
の
世
論
を
導
く

役
割
も
果
し
て
い
ま
す
。

だ
れ
も
が
、
お
互
い
の
し
あ
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わ
せ
に
関
心
を
も
ち
、
お
互
い

の
力
で
、
こ
れ
を
高
め
て
い
っ

て
こ
そ
、
福
祉
国
家
が
完
成
さ

れ
、
健
康
で
明
る
い
町
も
築
か

れ
て
ゆ
き
ま
す
。

い
ず
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
共
同

募
金
委
員
の
方
、
ま
た
は
、
区

長
さ
ん
を
通
じ
て
お
願
い
に
参

り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

者告
人 Iー
福思
で社主
会 iR~長
まが
し
?二

旬、
、

(ー)

よ予

♂争
A
い
明
弘
治
「
、

r、

てや

。
こ
の
法
律
が
実
施
さ

れ
ま
す
と
長
浜
町
で
は

て
現
在
白
滝
に
あ
る
「
白
滝

養
老
院
」
は
、
「
白
滝
老
人

ホ
l
ム
」
に
名
称
が
変
り
ま

す。
二
、
毎
年
一
回
、
六
十
五
才
人

上
の
方
の
健
康
診
断
を
行
い

ま
す
。

三
、
各
地
区
に
「
老
人
ク
ラ
ブ

」
が
強
力
に
育
成
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

四
、
そ
の
ほ
か
町
で
は
、
老
人

福
祉
に
関
す
る
行
事
を
積
極

的
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す

包
密

4
B
t
z予
t
p
E可
r
、dq
J

、r〉
t

み
ん
な
長
生
き
を
し
ま
し
ょ
う

町
内
で
百
才
以
上
は
一
人

松

岡

岸本印刷所

八月の人口動態

男 8.58 4 
女 9.39 0 
計 17.9 7 4 
世帯数 4.1 7 1 

(末日現在)

死亡 7 
離婚 。

印刷所

出生 28
婚姻 6 

心
身
の
健
康
の
保
持
お
よ
び
生

活
の
安
定
の
た
め
に
必
要
な
措

置
と
し
て
、
健
康
診
断
、
老
人

ホ
!
ム
え
の
収
容
、
老
人
福
祉

施
設
の
整
備
な
ど
の
具
体
的
な

施
策
を
実
施
し
、
老
人
の
福
祉

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

九
月
十
五
日
は
、

り
の
日
」
で
し
た
。

こ
の
日
は
、
「
老
後
を
明
る

く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
健
康
で
ゆ

た
か
な
生
活
設
計
を
み
ん
な
で

考
え
、
と
し
よ
り
の
福
祉
を
一

層
推
進
し
よ
う
と
い
う
の
が
ね

《

b
い
で
す
ノ
。

「
と
し
ょ

Fそプ守

学
校
で
も
、
養
老
施
設
で
も

各
家
庭
で
も
、
老
人
福
祉
の
た

め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
実
践
活
動

を
な
さ
っ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す

人
間
は
、
だ
れ
で
も
老
人
に

一
な
る
も
の
で
す
。
老
後
の
生
活

が
明
る
く
豊
か
な
も
の
で
あ
る

こ
と
は
、
と
し
よ
り
だ
け
で
な

く
、
す
べ
て
の
人
の
真
実
の
願

い
で
す
。

み
ん
な
こ
ぞ
っ
て
老
後
の
健

康
と
福
祉
を
た
か
め
る
た
め
、
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ー
、
名
簿
調
整
現
在
期
日

九
月
十
五
日

2
、
名
簿
調
整
期
間

九
月
十
六
日

1
十
月
三
十

一
日
ま
で

3
、
縦
覧
期
間

十
一
月
五
日
か
ら
十
一
月

十
九
日
ま
で

4
、
異
議
決
定
期
間

異
議
の
申
し
出
を
受
け
た口

ク

さ

ん

協
力
す
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
か
た
が
た
で
す

ょ

う

。

浦

上

タ

ミ

(

長

浜

)

と
こ
ろ
で
、
町
内
で
の
最
年
黒
田
マ
ツ
エ
(
グ
)

長
者
は
、
沖
浦
地
区
の
松
岡
ロ
堺
儀
一
郎
(
グ
)

ク
き
ん
で
、
百
一
才
(
文
久
二
上
回
ハ
ナ
ヨ
(
庁
)

年

四

月

十

九

日

生

)

で

す

野

口

ケ

イ

(

青

島

)

松
岡
さ
ん
は
、
耳
は
遠
い
で
津
由
八
十
六
(
今
坊
)

す
け
れ
ど
も
、
元
気
に
暮
し
て
兵
頭
カ
ヤ
(
櫛
生
)

お

ら

れ

ま

す

。

松

本

伊

勢

吉

(

グ

)

今

年

元

気

で

め

で

た

く

米

寿

上

回

ヒ

サ

(

グ

)

を
迎
え
た
方
は
次
の
一
ヤ
名
の
大
野
ワ
キ
(
曲
豆
茂
)

十
月
一
聞
か
ら
実
施

世
帯
主
七
割
給
付

1
国

保

1

こ
の
た
び
、
国
民
健
康
保
険
二
日
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
の

法
が
改
正
さ
れ
、
き
た
る
十
月
~
被
保
険
者
の
う
ち
、
世
帯
主
に

、/
J

ド

l
L
、

冷

1
1
h

"を

生

れ

た

方

。

)

(

ハ

)

禁

鋼

以

上

の

刑

一

自

分

た

ち

の

町

は

自

分

(
ハ
)
九
月
十
五
日
現
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
一
一
た
ち
で
よ
く
し
よ
う

在
で
そ
の
日
ま
で
に
ひ
行
を
終
る
ま
で
の
方
一

つ

づ

き

三

ヶ

月

以

来

(

二

)

法

律

で

定

め

る

一

長

浜

町

長
浜
町
に
、
住
所
を
有
と
こ
ろ
に
よ
り
行
な
わ
一
:

す

る

方

。

(

具

体

的

に

れ

る

選

挙

投

票

お

よ

び

一

環

境

衛

生

推

進

同

本

年

六

月

十

五

日

国

民

存

査

に

関

す

る

犯

一

協

議

会

発

足

ま
で
に
長
浜
町
に
住
所
罪
に
よ
り
、
禁
一
錨
以
上
↑

を
有
し
、
以
後
、
継
続
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
一
長
浜
町
環
境
衛
生
推
進
協
議

し
て
、
そ
の
区
域
内
に
の
刑
の
執
行
猶
予
中
の
一
会
が
、
去
る
九
月
四
日
午
前
九

住

所

を

有

し

て

い

な

け

方

。

一

時

か

ら

長

浜

町

消

防

舘

で

開

か

れ
ば
な
ら
な
い
。
)
(
ホ
)
公
職
選
挙
法
第
一
れ
ま
し
た
。

欠

格

事

由

二

百

五

十

二

条

の

規

定

一

同

日

の

協

議

会

で

は

、

規

約

(
イ
)
禁
治
産
者
に
よ
り
選
挙
権
お
よ
び
一
の
制
定
や
昭
和
三
十
八
年
度
事

(
ロ
)
禁
鋼
以
上
の
刑
被
選
挙
権
を
停
止
さ
れ
一
業
計
画
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し

に

処

せ

ら

れ

そ

の

執

行

て

い

る

方

。

一

た

あ

と

、

「

自

分

た

ち

の

町

は

を
受
け
る
こ
と
が
な
く
一
尚
、
ご
不
審
の
点
が
あ
れ
ば
一
自
分
た
ち
で
、
よ
く
し
よ
う
。

な
る
ま
で
の
方
(
刑
の
一
町
選
挙
管
理
零
員
会
へ
お
た
ず
ご
と
、
堅
い
決
議
を
し
て
午
後

執
行
猶
予
中
の
方
を
除
一
ね
下
さ
い
。
士
一
時
に
閉
会
し
ま
し
た
。

〈

〉

一

一

ま

た

、

当

日

役

員

選

出

が

行
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つ
い
て
は
、
医
療
費
の
七
割
を

給

付

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

盛

金

で

あ

っ

た

し

た

が

っ

て

、

十

月

一

日

以

初

の

サ

ー

ビ

ス

業

後
世
帯
主
が
診
療
を
受
け
た
場

i

，f

在

、

治

療

費

の

三

割

を

窓

口

従

事

者

講

習

会

で
支
払
え
ば
よ
い
わ
け
で
す
。

家
族
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
町
商
工
会
お
よ
び
、
町
観
光
-
の
発
展
に
よ
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス

と
切
り
五
割
を
支
払
っ
て
下
さ
協
会
で
は
、
去
る
七
日
午
後
二
業
の
求
人
難
を
招
き
、
そ
の
結

し

時

か

ら

午

後

四

時

ま

で

、

備

中

一

果

、

ナ

l
ピ
ス
低
下
の
一
因
を

ま
た
、
世
帯
主
が
他
の
社
会
屋
で
、
初
の
サ
ー
ビ
ス
業
従
事
一
き
た
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
対

保
険
に
加
入
し
、
そ
の
家
族
に
者
講
習
会
を
開
ぎ
ま
し
た
。
一
策
を
講
じ
る
と
共
に
、
一
面
、

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
こ
れ
は
、
近
年
の
著
し
い
産
一
個
々
の
ナ
l
ピ
ス
従
業
者
の
質

い
る
場
合
は
、
そ
の
家
族
の
う
業
構
造
の
近
代
化
と
余
暇
産
業
一
的
向
上
ψ
図
る
た
め
、
松
山
市

ち

一

人

だ

け

は

、

準

世

帯

主

と

~

し
て
七
割
の
給
付
が
受
け
ら
れ

ま
す
。な
お
、
九
月
中
旬
に
、
国
民

健
康
保
健
被
保
険
者
証
の
表
示

改
正
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
訂

正
が
ま
だ
す
ん
で
い
な
い
方
は

い
ま
す
ぐ
、
住
民
課
窓
口
で
手

続
を
し
て
下
さ
い
。
(
手
続
そ

の
他
不
明
の
点
は
、
直
筏
住
民

課
保
険
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。
)

な
お
、
国
民
健
康
保
険
の
適

正
な
運
営
を
推
進
す
る
た
め
の

長
浜
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
委
員
は
、
次
の
か
た
が
た

で
す
。

(
O印
は
会
一
長
)

公
益
代
表

。
新
谷
芳
朗

吉
本
土
口
信

明
関
定
市

医
療
機
関
代
表

中
村
新
一
郎

石
村
恭
一

稲

田

静

被
保
険
者
代
表

大
本
春
明

西
岡
淳
夫

菊
地
鶴
雄

(2) 

(
出
海
)

(

晶

子

市

)

(
長
浜
)

(
長
浜
)

(

M

H

)

 

(

M

)

 

(
豊
茂
)

(
今
坊
)

(
櫛
生
)

熱心に話に聞きいる

サービス業従事者

わ
れ
、
新
ら
し
く
、
次
の
か
た

が
た
が
き
ま
り
ま
し
た
。

会
長
中
村
山
権
六
(
長
浜
)

副
F

西
山
繁
樹
(
櫛
生
〕

木
下
喜
四
郎
(
下
須
戒
)

監
事
福
村
山
和
教
(
白
滝
)

西
岡
淳
夫
(
今
坊
)

町

議

会

議

員

農
改
パ
イ
ロ

ッ
ト
地
区
在

視
察

大十時は r 
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F 
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''1: 

心
が
た
か
ま
り
、
老
人
福
祉
の

た
め
の
対
熊
の
強
化
が
強
〈
要

望
さ
れ
て
き
た
た
め
、
本
法
の

制
定
と
な
っ
た
の
で
す
。

。
こ
の
法
律
の
ね
ら
い

こ
の
法
律
は
、
本
年
八
月
一

戦
後
老
人
の
生
活
は
社
会
環
一
の
と
な
り
、
さ
ら
に
、
老
令
入
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
、
老
人
福
祉

均
の
著
し
ハ
変
動
、
私
的
扶
養
一
口
の
増
加
の
傾
向
と
相
ま
っ
て
一
に
関
し
て
国
や
県
そ
れ
に
町
の

の
ど
川
退
な
一
ど
で
、
不
安
定
な
も
ご
般
国
民
の
老
人
問
題
え
の
関
一
抱
策
な
ら
び
に
老
人
に
対
し
て

骨

一

斗

¥

一

山

口

心

王

者

長
浜
町
議
会
議
員
一
行
は
、

去
る
八
月
十
七
日
、
静
岡
県
清

水
市
庵
原
(
い
は
ら
)
地
区
の

農
業
構
造
改
善
パ
イ
ロ
ッ
ト
指

定
地
区
の
現
況
を
視
察
し
ま
し

た。
こ
の
地
区
は
、
昭
和
三
十
七

年
度
か
ら
、
一
二
ヶ
年
計
画
の
も

と
に
総
事
業
費
一
億
四
千
五
百

万
円
で
、
農
業
構
造
改
善
事
業

(
紺
橘
栽
培
)
に
着
手
し
た
も

の
で
、
清
水
市
役
所
農
林
課
長

の
案
内
マ
事
業
推
進
本
部
庵

原
農
協
へ
出
む
き
同
組
合
の
農

政
部
長
か
ら
事
業
の
詳
細
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
現

地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

来
年
度
か
ら
本
事
業
の
実
施

に
ス
タ
ー
ト
す
る
た
め
、
目
下

周
到
綿
密
な
調
査
を
進
め
て
い

る
当
町
に
と
っ
て
、
こ
の
視
察

は
、
き
わ
め
て
有
意
義
で
将
来

こ
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に

大
い
に
役
立
つ
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

旅
舘
組
合
長
、
宮
崎
清
治
氏
を

講
師
に
招
い
て
講
習
会
を
開
い

た
も
の
で
す
。

こ
の
講
習
会
は
、
町
で
初
め

て
の
講
習
会
と
あ
っ
て
、
関
係

者
五
十
数
名
が
あ
つ
ま
り
、
熱

心
に
受
講
し
ま
し
た
。

東西
村
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考
え
ま
し
ょ
う

も
う
か
る
農
業

経
営
調
査
に
見
る
所
得
の
格
差
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第 1表

道路開設と未開設農家との所得上の比較表
(みかん緯家の1例)10α成木薗の純南得)A農家186.000B農家124.500

別|宮もす都議)1 経営の内容|生産量| 備 考

A道路のあ1 81成木 55ι| ドシ|
る農家I 2 7 3 1幼木 35ι1 14 1 
|l計 905α1 "'t 

道路のな| 日|成木 ~Q ~ I n n I 
い農家1 3 7 2 1草木 部~ 1 86 1 
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す次いし限てう道業なをかぶ す解代 と道 い は で
事なりーと路化い考りれ道。決化道の路こてとまます

がは柄け、家将のすでえまま路 せす路比のの第すて宍。
稲でれどを来整るしてすすの ねるの較あ表二る…
作すほうさも備たよは o 0 整ばた整対るは表町護「
で。なしさ農にめう、白多備 なめ備象地同を長路嬰
らてえ業あのが中分額は らには表区じ見のの在
なもよ経る第、々のの、 な最、でと海て考整振
、う営こー農思ー負用 い優農すな岸下え備奥

泊者I~j部収T155費時間|富晶玉2議長崎「備 ~_I 霊 iiiZZ出1115 部出
260ιlPITh4511似 1201811副m 吋 75%1 側 1 242.500 130川 562 1韓 |旨21酪雪ZZ写兵士主皇主票駐宇;雪虫色稲
l 1111820 1135叫 63.444172.346 1 46 1 142 1 71.000 11346 1 TuU野焼22ため搾乳期luJ言EH時前日巧/円ht S在

(ー) 内 定1:育によるため研司、牛量つ目が望幹に罫のて生るあゃあ中の作れ
11 121 5. 6551 298.4001198.8ω199 600 1 66.1 397 1 198.5001i制 51 250 L震少標準農家と認む|比のはい『ーでな作な議差い産とる、た、採物て古i -1 i ~ ~~~i _J~ ，uui _U~ ~uui Uu vuu i uv 1 ~u' i _U~ ~_U Î~u --~i --- i ~均搾乳量 |較差値て 1'-きも目つも額ま費こい耕り山算がい来
|1 111 4488 1178.6001 91. 704 1 86.896 1 48 1 135 1 67.500 119.3961 643I.. . .， n u- _1的が人ふ まのとて平はすにろは作の間はあまかrt1制i i i i i i i i i和牛 2頭年3回取替|室ぎ習を え竺主すで3qqえ礎控主主皇
2 1 221.3001 138・28118~ ・ 019 1日21 100 1 50.000 133・0191 830 肥育 lしで技み つはまてりし千ーがのので表れが高，

てて術ま と、すーなか円俵常あ少‘のの農 l 
諸開く経差乳い牛乳 傾準りれに価がの りあそ頭二い
経設か営が量かの量酪向とまばお格優は第でげれと頭る
費さかはあがん導と農がしす、い豆島、四すまに、飼と
がれり、り約に入が経あてか自て不券乳表。す、搾育恩
多てま年ま二ょに生営る経ら絡は安統牛で と和乳のわ
くいす間す千つつ命はよ費、伺、定での問 、牛牛うれ
ななか労。キていで、うが二料多でな生題 第肥二ちる
りいら働まロ年てす乳で、頭供頭、い産と 四育頭、専
ま地、日たグ聞もしイ面す上飼給飼濃限しな 表との搾業
す帯道数、ラの、、と。昇育率育厚りたり のの農乳家
。で路が酪ムさ選優さ すをがを伺販仔ま と例家牛と
はが多農のく定良く る基下す料売牛す うを、一

第3表 稲作における実態 〈金町)平均10アール当り純所得 (23.300円)

I=~妥|面積l骨粗収入|諸経費|純所得!理法室長同時訴事盟副管障| 備 考

櫛生 13011fl92叫21川71刈 42.700 1 2問。 11 2 4 9 1.23 1 24881宮腎言
喜多灘115110 1 57吋19叫384 12600 14!品。 1 747 134136~51 白書で水不足田多
豊茂 154 1 61 1309.3001101.1 0山g，2001 95m |1!??刷 921 1 32 1 337地欝緊急告使用
下須戒1521 30 1157.5001 58川 99叫 30m ldji品 1 718 1 371 391岬雪量奇不足及管理
155 129山叫 54.400194 叫 51 似 I~問。 1 1鵬 I37 1 198717r:壁主竺

白滝 1321171 88刈44川 43叫 18100 hi!日日| 脳 I 50 1 391は賓多く中間田であ

今坊地区

紫

45 

95 

42 

|第5表 養蚕の経営内容 10アール当り平均所得額 (54・400円)

蓄量|揺|骨粗収入|諸経費|所得額|管11懇親務槌対II~企製品調
29a 11601 品1244.42rI68.32r/176.0~12~1 126 f:ll 63.000円1113.09rl 1.39~1 
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第 善 か至桑専に 報れの十し 第上た以ゑ確あ相
パ 雪ーが土か農園業経よ第酬た不年て養 m にり下明保た開
且必地つ家と農営い五が方況かお蚕闘はのに料しり料

の夕番要のてで飼家面結表では時らりは番な労し代、、畑
栽/'¥目と集いは育は積果でて、代昭ま、自ら働なが自平に

第7表 トマトの裁培内容 山り平均所得額99.875円) -- hq担額??;if312住??与Rgt:
笹里L粗収入|諸経費 l 所得頴|管/(謀持)1早言葉議官議長長てI~r~市備."111 2す 手量 競技=売。手主里占禁委主喜二25?同
4α192F13068F1520F125JllF1 35 日1 17.500 fIll 7.975 fIll 727暗盤竺| 表 。言そ炉問書 道2島空事まて目践品勾

1 I 1:豊茂地区の l
8/37501100川町。o1川 00/ 27 / 76 / 38.000 I 36・400 1 974 / ~護襲区の|ナ し第二し 最まるか なくきっ培広連 りまの定果て況UU'VVV _ .s!_ .v~_"'_'-!_v_ _~_._!__--_...........，....・ E と タたる戸て果還すとかーりひなて管い作特ますでし樹考吟

還ぼをりなすび広 語ね物はして るいが来て気題 すニ B かりまな品パ。表を、樹 1夜。平り般まぴ差、理換が殊しと、たおえ、
もか重施いよた報「にばの、たの以ょうつま、象やこ 。百農労つにたど質コ の選果あは 均、的せくが生と地でなた、参方よな今
でりく設でうびな有つな選基が内上うこかす大な栽れ 円家働て、裁ののと よぴ樹幼ト 七日にん事生産仕をき問。第考にびか田

村民主;号23;5ZBE転弓れiiz;長官iziiH詩251RZogi訪???25EiS
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農償資みたえまた「。ーわ作善まい いと入てつ、間 まにと。かわ、るま ま、ちと いすく はさ「大よ肥当、 なした選、し

第 6表 夕パコ栽培の内容 (α10ア一Jルレ当り平均純所得額5日1.500円町〉
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業
構
造
の
改
善
は
、
失
敗
し
ま

す。
借
金
、
負
担
金
を
償
却
す
る

財
源
を
う
み
だ
す
見
込
み
の
立

つ
作
目
を
選
び
、
計
闘
を
た
て

る
事
が
、
農
業
構
造
改
善
の
根

本
で
す
。告

知
根

。
所
得
税
な
ど
免
除
や

軽
減
申
告
、
納
税
も

延
期
さ
れ
ま
す

台
風
第
九
号
に
よ
る
豪
雨
で

被
害
を
受
け
ら
れ
た
納
税
者
の

方
に
は
所
得
税
な
ど
の
軽
減
が

次
の
よ
う
に
取
扱
わ
れ
ま
す
o

v申
告
や
申
請
な
ど
の

延
期

被
害
を
弓
け
ら
れ
た
方
は
税

務
署
に
出
す
申
告
書
や
申
請
書

そ
の
他
屈
出
な
ど
の
書
類
ゃ
、

税
金
を
納
め
る
こ
と
が
期
限
内

に
で
ぎ
な
い
場
合
に
は
、
最
大

二
ヶ
月
ま
で
の
期
限
の
延
長
が

で
き
ま
す
。

V
災
害
減
免
と
雑
損
控
除

災
害
に
よ
り
「
住
宅
」
や
「

家
財
」
に
損
害
を
う
け
た
場

合
の
減
税
に
は
二
つ
の
方
法

が
あ
り
、
ど
ち
ら
か
有
利
な

方
法
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
@
(
i
)
雑
損
控
除
に
よ
る
場
合

災
害
に
よ
る
損
失
額
が

そ
の
年
の
所
得
総
額
の
十

分
の
一
を
こ
え
る
部
分
の

金
額
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

を
所
得
の
総
額
か
ら
控
除

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
コ
一
年
間
く
り
越
し

て
控
除
を
う
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

(2)
災
害
減
免
法
に
よ
る
場

合

こ
の
方
法
は
、
住
宅
や

家
財
が
半
分
以
上
の
損
害

を
う
け
、
し
か
も
、
そ
の

年
の
所
得
が
百
二
十
万
円

以
下
の
場
合
に
、
次
の
よ

う
な
免
除
ま
た
は
、
軽
減

が
う
け
ら
れ
ま
す
。

。
所
得
総
額
が
五
十
万
円

以
下
の
場
合
・
・
・
・
・
・
・
・
・
全
額

免
除

。
所
得
総
額
が
五
十
万
円

なたをた農 査る町お
海岸地帯と中山間地帯との所得格差 10アール当り純所得平均 海岸 62.800円中山間 31.700円 一ー ど、、め業こ主作自主寺

地域名l開競吋作|今)幣|年間韓関苦吟|盟主|純所得額|径諮問特急離さ特|備 司Z震が;iiiiii-1一司一 !働者数!働日到格あ合判 !資産税)1 !の率!金 額除 治労働吋 1 よ労 どかはし点の課に
(A) 1 判雪作詩!r:r:J 6 1 (魁| 円1 I I 1% 1333日 I I 円|稲作は自家用| うカつのる 、たと蓑振、
海岸 11.け?緊iiG| (2) |33312R1mlQ日!i.nnn 1 9.9.1.4nol即日日日12~ 11口口出。1525.1001 2076 1みかん専業農家: EJくさ皐将 。し覧興関lん幼 5a 1 "" 1 uuu 1 il61. 2001905. oon 1 2し40111tiyl. HUUI 6~ 1 ltiti. nUUI りl 1:_:. _:_ ~: .. :，J 改造るう業来 た作係係
(B) 1 作27~ M!lll r<:¥ i ~，，'" I ……i…… i -- I ---. -1 ---1 - 1 I稲作の自豪肩嘉| 馨轟か毛主当 経旨に技連1 12頭飼針。守|ωI(船 I I I I I I 449日 1 / 1は販売 4芋高 山 営とよ術
らÇ.fÌl-:11nl.ir'~~-V-1 ~，，\ IAAO 1 I 1 I 1 1--v'~L____I___ 1酪農養蚕の複合| 人量ま <iid急記 調なる者
主滝)11.0 130ア(2R2fiK)1 (2) 1449 12~0.00ol 6Rf1.4S01 351.3801317.0701 47 1224.500192.576円I706 1農家 1 冗

言了算定基礎.L需工ii。円みかん375EF当ioiH品襲!養蚕共販売;格家族労働U 当500円均一農薬肥料借料人夫賃などを諸経 士主警?きさ皇室戸罪史
費として実擦に使った額を計上しました。なお.農機瓦建物.固定資産税.その他諸負担金は諸経費として差引いています. 戸ZZ E瓦五蒐産る這芸

きっと滝か現恩来間た的 うて を元もして、面共調料研
ま合のなん実わおの場なま。紹で選くのたいさ積精査宇芳
しら所ど農にれこ所合農ず 介はびもさもるら 農のなす
たと得の家海てる得、家、 を各まの戸の農に設家~予る
。あ格中と露いでの町所第 致作し豆、十家計備で象も

主雲自ぷ著tE豊里吉正 主足セペ雲円五百E霊t宅そ
れ、地和のたうが地考総 しつ 計に酪樹にを以てす
ては帯白みがと将域え合 よい 二お農を経保上、。重

一
例
を
示
し
ま
す
と
、
同
じ
耕

地
面
積
を
有
す
る
海
岸
地
帯
の

A
農
家
と
、
中
山
間
地
帯
の

B

農
家
を
比
較
し
ま
す
と
第
一
表

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

と
の
表
で
海
岸
地
帯
と
山
間

地
帯
と
の
労
働
回
数
と
純
所

得
と
を
よ
く
、
く
ら
べ
て
見
て

下
さ
い
。
A
農
家
の
労
働
回
数
三
百
三

三
十
九
日
に
対
し

B
農
家
は
四

百
四
十
九
日
で
約
百
十
日
多
く

働
き
な
が
ら
純
所
得
は
約
三
十

七
万
円
少
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
広
報
な
が
は
ま
」
五
月
旦
す

か
ら
、
構
造
改
善
に
つ
い
て
、

も
う
か
る
農
業
と
し
て
農
家
の

か
た
が
た
へ
、
種
々
お
知
ら
せ

し
て
お
り
ま
す
が
、
作
物
の
選

定
で
こ
ん
な
に
も
う
け
が
、
ち

が
っ
て
く
る
訳
で
す
。
町
と
し

て
町
内
で
み
か
ん
類
の
作
れ
る

と
こ
ろ
は
、
な
る
べ
く
、
み
か

ん
を
・
.......... ・
と
お
す
す
め
し

て
い
る
事
由
が
こ
こ
に
あ
る
訳

. 
J 

当f'

Y 

" 
内

‘_" 

を
こ
え
八
十
万
円
以
下
の
一

場
合
:
:
:
:
・
半
額
の
軽
減
一

。
所
得
総
額
が
八
十
万
円
一

を
と
え
、
百
二
十
万
円
以
一

下
の
場
合
・
:
:
:
:
一

・
四
分
の
一
続
減
・
・
一

V
納

税

は

猶

予

一

さ
れ
ま
す
一

(
1
)
所
得
税
な
ど
の
国
税
は
一

納
税
者
の
申
請
書
で
納
税
一

の
猶
予
が
認
め
ら
れ
ま
す
一

(
2
)
納
税
の
猶
予
は
、
納
税
一

の
期
限
を
延
ば
す
申
請
を
一

し
て
い
る
方
で
も
猶
予
が
一

で
き
ま
す
。
と
の
場
合
は
一

延
長
し
て
い
る
期
限
の
翌
一

日
か
ら
納
税
の
猶
予
が
で
一

き

ま

す

。

一

V

な
お
、
手
続
な
ど
の
く
わ
一

し
い
と
と
は
、
税
務
署
に
ど
一

相
談
下
さ
い
。

事

。
迷
惑
行
為
は
み
ん
な

で
し
め
出
し
ま
し
ょ
う

迷
惑
行
為
を
な
く
す
る
た
め

に
は
被
害
を
受
け
た
人
は
も
ち

ろ
ん
、
そ
の
場
に
居
合
せ
た
り

ま
た
、
他
人
の
被
害
を
目
撃
し

た
よ
う
な
人
も
、
進
ん
で
警
察

へ
届
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

特
に
、
酔
っ
ぱ
ら
い
の
乱
暴

な
ど
は
酒
の
上
の
こ
と
だ
か
ら

と
い
っ
て
、
と
か
く
な
き
寝
入

り
的
な
態
度
を
と
り
が
ち
で
す

が
そ
の
よ
う
う
こ
と
は
絶
対
禁

物
で
す
。

み
ん
な
で
協
力
し
て

3
ν
l

式
に
警
察
へ
通
報
す
る
な
ど
、

お
た
が
い
に
団
結
し
て
、
小
さ

な
こ
と
で
も
、
決
し
て
見
の
が

さ
な
い
と
い
う
積
極
的
な
心
構

え
が
大
切
で
す
。

ヘ一民

A
V
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

天
災
は
忘
れ
た
頃
に
来
る
と

か
申
し
ま
す
。
台
風
が
来
る
場

合
は
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
の
情
報

を
十
分
注
意
し
て
不
時
の
災
難

の
起
ら
な
い
よ
う
に
備
え
ま
し

ょ
う
。ま
た
、
「
ダ
ム
」
の
放
水
に

も
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

可環多三Eミヘ
一一
ミとにグ


